
 

奈良県中小企業団体中央会個人情報保護方針 

奈良県中小企業団体中央会は、社会に貢献し、会員及び当会事業の利用者のすべての方（以下「会員等の皆

様」と表記します。）からの信頼を得るとともに、当会への期待に応えるべく事業活動を進めていきます。 

個人情報は、厳正に管理すべき大切な財産であり、個人情報を以下の基本方針に従って取り扱います。 

 

１ 基本方針 

（1）当会は、個人情報保護法および関連するその他の法令・規範を遵守します。また、当会は『奈良県が定

める事業者が個人情報を取り扱う際に準拠すべき指針』を着実に実施し、維持するとともに、継続的な改

善に努めます。 

（2）当会は、個人情報保護に関する管理体制を確立するとともに、役員および職員に周知し、その遵守徹底

に努めます。 

（3）当会は、個人情報を会員等の皆様に明示した利用目的の範囲内で取り扱います。また、当会は会員等の

皆様からご提供いただいた個人情報を、会員等の皆様の同意がある場合または正当な理由がある場合を除

き、第三者に開示または提供しません。 

（4）当会は、個人情報を正確かつ最新の状態に保つとともに、個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、

破壊、改ざんおよび漏えい等の予防に努めます。 

（5）当会は、会員等の皆様からの個人情報に関するお問い合わせ、開示等のご請求に誠実かつ迅速に対応し

ます。 

 

２ 個人情報の利用目的 

当会は、会員等の皆様から個人情報をご提供いただく場合、あらかじめ個人情報の利用目的を明示し、その

利用目的の範囲内で利用します。 

あらかじめ明示した利用目的の範囲を超えて、会員等の皆様の個人情報を利用する必要が生じた場合は、会

員等の皆様にその旨をご連絡し、会員等の皆様の同意をいただいた上で利用します。 

尚、当会の保有する個人情報の利用目的については、個人情報の利用目的をご覧ください。 

 

３ 個人情報の提供 

（1） 当会は、次の場合を除き、会員等の皆様の個人情報を第三者に開示または提供しません。 

1） 会員等の皆様の同意がある場合 

2） 法令に基づく場合 

3） 人の生命、身体又は財産の保護のために必要であって、会員等の皆様の同意を取ることが困難な場合  

4） 利用目的の達成に必要な範囲で、個人情報の取り扱いを委託する場合 

 

４ 開示等の請求手続き 

当会は、保有する会員等の皆様ご自身の個人情報について、1)開示の請求、2)利用目的の通知の請求、3)訂

正の請求、4)追加の請求、5)消去の請求、6)利用の停止または第三者提供の停止の請求 に対応させていただい

ております。 

請求様式（書面）等の詳細につきましては開示等の請求手続きをご覧ください。尚、開示の請求、利用目的

の通知の請求につきましては有料とさせていただきます。  

 

５ 個人情報に関するお問い合わせ  

（1） 会員等の皆様ご自身の個人情報についてのお問い合わせは、会員等の皆様が個人情報をご登録された部

門へお申し付けください。 

（2） 個人情報保護方針全般に関するお問い合わせや、ご登録窓口がご不明な場合には個人情報保護担当まで

お申し付けください。 

 

６ その他の事項  

（1） 重要な変更やお知らせ事項がある場合には当会ホームページにてお知らせします。お知らせをご覧くだ

さい。 

（2） 当会では、より良く会員等の皆様の個人情報の保護を図るために、または、関係法令の変更に伴い、個

人情報保護方針を改定することがあります。 

奈良県中小企業団体中央会 



 

事業者が個人情報を取り扱う際に準拠すべき指針 

 

（奈良県 平成１７年３月２９日公告） 

 

第１ 趣旨 

この指針は、個人情報の取扱いに伴う個人の権利利益の保護を図るため、事業者が個人情報を取り扱う際

のよりどころとなるよう作成したものである。 

 

第２ 対象とする個人情報 

１ この指針において「個人情報」とは、生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、

生年月日その他の記述等により特定の個人を識別することができるもの（他の情報と容易に照合すること

ができ、それにより特定の個人を識別することができることとなるものを含む。）をいう。 

２ この指針は、事業者がその事業活動に伴って取り扱う個人情報のすべてを対象とする。 

 

第３ 個人情報の利用目的 

１ 個人情報を取り扱うに当たっては、その利用の目的（以下「利用目的」という。）をできる限り特定す

るものとする。 

２ 個人情報の取扱いは、原則として、利用目的の達成に必要な範囲内で行うものとする。  

 

第４ 個人情報の取得 

１ 個人情報の取得は、適法かつ公正な手段により行うものとする。 

２ 個人情報を取得した場合は、原則として、その利用目的を、本人に通知し、又は公表するものとする。 

 

第５ 個人情報の適正管理 

１ 個人情報は、利用目的の達成に必要な範囲内において、正確かつ最新の内容に保つよう努めるものとす

る。 

２ 個人情報の漏えい、滅失又はき損の防止その他の個人情報の安全管理のために必要かつ適切な措置を講

ずるものとする。 

３ 個人情報の安全管理が図られるよう、従業者及び委託先に対する必要かつ適切な監督を行うものとす

る。 

 

第６ 個人情報の第三者提供    

個人情報の第三者への提供は、原則として、あらかじめ本人の同意を得た場合に限るものとする。 

 

第７ 特に慎重な取扱いを要する個人情報 

思想、信条及び信教に関する個人情報並びに社会的差別の原因となるおそれのある個人情報については、

個人の権利利益を侵害することのないよう特に慎重に取り扱うものとする。 

 

第８ 個人情報に関する事項の公表 

個人情報の利用目的、個人情報の取扱いに関する苦情の申出先その他個人情報の適正な取扱いの確保に関

し必要な事項について、本人の知り得る状態に置くものとする。 

 

第９ 自己の個人情報の開示等 

１ 本人から自己の個人情報の開示を求められたときは、原則としてこれに応ずるものとする。  

２ 本人から自己の個人情報の内容が事実でないとして訂正、追加又は削除を求められたときは、原則とし

てこれに応ずるものとする。 

３ 本人から自己の個人情報が不適正に取り扱われているとして利用の停止、消去又は提供の停止を求めら

れたときは、原則としてこれに応ずるものとする。 

 

第 10 苦情の処理 

個人情報の取扱いに関する苦情の処理に必要な体制を整備し、苦情の申出があったときは適切かつ迅速に

処理するよう努めるものとする。 


